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A Study on the Relationship between Grandparents and Grandchildren② 
-case study of interchange between grandfather and grandchifd-
TOMOHARU HORI， YUUKO TOMARI， JYUN MATAGA， ATSU HAYAKAWA and JYUNKO SUGII， 
ついて調べてきた。この地域は高齢化が急速に進んでお
り，高齢化指数が毎年0.6%づっ増加しており，子ども
たちの日常生活の世話は祖父母が担っている場合が多~'0 
そこで私たちは数年前から祖父母・孫関係についての聞
き取り調査を行い，その報告書も提出した。今回はこの
聞き取り調査で気づいた祖父と孫との好感のもてるユニー
クな関わりについてのケースを報告する。
これまでの研究の概要
1 .祖父母孫関係についての研究.その①
私たちは「祖父母孫関係についての研究①一一祖父母
への聞き取りを通して一一jの中で，祖父母17名に対す
る聞き取りを行い，その結果を次の4点にまとめて報告
した。つまり， 1，孫との関わり，2，孫の生活につい
て， 3，祖父母の (家族の中での)位置， 4，地域の変
貌について，である。 (21
この中で祖父母と孫との関わりの実態については， (1) 
祖父母が孫の生活を世話している， (2)祖父母が孫のしつ
けを行う役割を分担している， (3)孫に祖父母や老人に対
する理解を深めることを促している，の三点を指摘した。
そして，祖父母と孫とのふれあいの意義として， (1)孫が
祖父母への感謝の気持ちを持つ， (2)家族の相互理解が深
まる契機になるt (3)人生の「はかりJとして祖父母の生
き方から学ぶ機会になる，とまとめて報告した。
本論文では， この報告の中でも少しふれた H さん
(祖父〉の孫との関わりについて報告し分析・考察する。
Hさんと孫との関係が特色あるものでありこの個別の
関係を考察することによ って祖父母・孫関係のあり方考
える上で学ぶべき点が少なくないと考えるからである。
高齢化社会を迎えつつある今，高齢者問題，老人問題
はその解決に向けて多様なアプローチが試みられている。
それゆえマスコ ミでもよくとりあげ.られる。特に新聞で
は毎日のように老人問題に関する記事が掲載されてし必。
それらをみてみると，家族が老人をかかえてどうしてい
くか， という家族の問題としての側面と，老人が自分の
生きがいをどうするか，という老人の生き方の問題とし
ての側面とに大別できそうである。
この四月に 「子育ての悩みを聞いて一一里おばあちゃ
ん一一J(読売新聞， 1993/4/19)という記事が載っ
た。記事の内容は地域のおばあちゃんがボランティアと
して子育ての悩みや相談に応じるという 「子育て家庭支
援」が神戸市灘区で始まったということであり，その経
過報告であった。核家族化が進み，育児に不安を持つ若
い親が増えている中で， この試みに対して各地の自治体
や福祉団体から問い合わせが相次いでいるという。 (1)
このような取り組みは，老人問題を単に社会の解決す
べき問題としてマイナスイメー ジで考えるのではな く，
むしろ逆に老人の知恵や経験を活用することによ って老
人問題と子育ての問題とを同時に解決しようという取り
組みの一つであると見なすことができょう。
私たちはこれまで但東町という農村を訪問してそこに
住む子どもたちが地域の中でどの様に育っているのかに
まえがき
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2.祖父母・孫関係の研究の意義
祖父母 ・孫関係を研究する意義は，子育ての側面から
の意義と老人の生き方からの意義の二つの側面から考え
ることができる。
( 1 )子育ての側面から，祖父母 ・孫関係を研究するこ
との意義
高度経済成長に伴い，都市化が進み，地域共同体が崩
壊しつつある。また核家族化が進み親は孤立した子育て
を余儀なくされている。さらに子どもの出生数も減少し
子どもたちが地域で仲間と育ち会う機会も少なくなった。
こうした中で，子育ての知恵、も伝達されなくなった。
その一方で核家族の中で相談相手もな く悩んでいる(母)
親は，育児情報のに振り回される状況である。
私たちの調査地但東町では，祖父母との同居率が高い
ということもあ って，孫の生活の世話を祖父母が行い，
母親は就労する場合が多い。
しかし，私たちが 「祖父母孫関係に関する研究①」の
中でも報告したように，祖父母は子どものしつけに関し
ては，祖父母が孫の世話をするその結果として子どもの
育ちに影響を与えているが，祖父母自身の意識としては
孫の子育てに対しては一線を画しているのである。祖父
母にとっては時代が大きく変貌したために理解できない
ことも多く，自分が体験によ って身につけた昔の知恵、も
通用しなくなったと認識しているからである O
しかし， ここに報告する Hさんのケースをみてもわ
かるように一概に祖父母が身につけている知恵、が現代の
子育てにとって役に立たないとはいえないのであるO む
しろ逆である。時代は大きく変わりつつある今だからこ
そ，祖父母が長い人生の中で身につけてきた経験や知恵
は子育てにとって重要と考えられる点を多分に持ってい
ると私たちは考えるのである。
( 2 )老人の生き方の側面から，祖父母・孫関係を研究
することの意義
高齢化社会を迎えて，老人は一人ひとりどんな生活を
望んでいるのであろうか。私たちが聞き取り調査を行っ
ている但東町で，ある祖母が次のように語ったことがあ
る。
「老人施設へ招待していただいて，食事をしたり，ま
たポランティヤの人たちとゲームをしたり，歌を歌った
り軽い運動をしたりするのは楽しい。ほんとうにありが
たいことです。 しかし， これだけだとなにかむなしゅう
なります。イ百jかも っと生きてい く上で糧になるものがあ
ればいいのにと思います」と。
つま り，生きる上での糧がほしい，というのである。
但東町では 「安心と生きがいのまちづくり」をめざし
て地域福祉計画 (中間報告)をまとめた。 そのなかで，
「生きがいに思うこと」についての調査結果は次の表 1
のようになっている013}
老人が自分の生きがいを自分で、見つけ出せるようにす
る必要がある。しかし，その一方で 「生きがい」という
ものはまわり人たちからの役割期待とも密接に関係して
いる。この役割のーっとして，私たちは祖父母の子育て
への参加を考えてもよいのではないかと考えるのである。
3.祖父母孫関係の先行研究
先にも指摘したように，高度産業化社会の進行に伴う
都市化，核家族化傾向，地域別年齢構成の偏りなどの結
果，かつては家屋内および地域内で日常生活や特別な行
事を通して無意識に行われていた異世代間の交流が困難
になりつつある。このような中で，老若の異世代間交流
の必要性はどれだけ強調し過ぎてもし過ぎるということ
はない。
とりわけ幼児期，少年少女期からの老人との接触は，
次代を担う者の老人観を形成するためにも重要であり，
表 1 生きがいに思うこと
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項 目
昭和61年但東町「高齢化実態調査Jより
( 2 ) 
このことは家族教育，地域生活，学校生活のそれぞれに
おいて積極的に取り組まれる必要があるだろう。
このような状況の中で，田中が指摘するように，
までのところ祖父母・孫関係に関する研究は多くはない。
先行研究の多くは老人に対して援助が必要であるという
立場から，老年期の親と成人した別居子との交流を研究
テーマとしたものが中心で、あった。 l
老人と未成年の若者との交流は，祖父母・孫聞の交流
の必要性，また福祉教育の必要性を指摘したものはある
が，交流の実際やそこに生起する問題に具体的にどう対
処すればいし、かというような研究はまだ少ない。
換言すれば，核家族化の進行の中で，祖父母 ・孫関係
の研究は二の次に置かれてきたといってもいいのであるO
この点に関して，藤本信子も「現代家族の研究において
は夫婦家族制に重点が移り，夫婦関係と親子関係を中心
とする核家族が問題の焦点となるから祖父母・孫関係は
影が薄い存在となり，研究者の関心をひくこともない」
と指摘している。 (5)
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合について行われており TVでも放映される程の先進
的な取り組みがなされている O
但東町の学校では，組父母や老人と触れ合う機会をも
ち，それを福祉教育として位置づけている。例えば‘但東
北中学校では生徒たちがけやきホールを継続して訪問し
て部屋の掃除をしたり，食事の手伝いをしている。また
地域の独居老人宅を訪問して，お手伝いをしたり，話を
聞いたりたりしている。係}
また小学校で、は 「お年寄りに学ぶ会」を計画し，地域
のお年寄りを講師にして「折り紙教室jや「わら細工教
室」を行っているo m
2. Hさんのライフヒストリーの特質
堀(智)他 :祖父母 ・孫関係に関する一研究
これ
Hさんの家族構成は図 1のようになっている。
Hさんは奥さんと二人暮しであるが，隣に次男の家
族が住んでいる。今回の事例報告でとりあげ‘る孫の T
さんはHさんの長男夫婦の長男である。この長男夫婦
はHさんの家から車で約五分のところに住んでいる。
Hさんは，大正14年生まれ。農業高校を卒業して但東
町の役場に勤めた。この間町の収入役も勤めた。現在は
定年退職して畑仕事や山仕事などをしている。
Hさんのライフヒストリーを聞くと，聞き取り調査
をする行っている私たち自身の生き方を反省させられる
ことが多かった。 私たちはここで Hさんのライフヒス
トリーを次の四点、に整理して考察した。
( 1 )世代体験
( 2 )個人的体験
(3 )祖父体験
( 4 )信念体験
( 1) Hさんの子ども時代の体験=世代体験
Hさんの子ども時代は子どもも重要な労働力の一員
であった。きょうだいの子守や家の仕事の一部を担って
いた。例えば 「しばし」といって山に柴をとりに行った
り唐臼で米をついたり，風呂の水くみなど子どもも重要
な労働力の一員であった。
労働力の一員としての役割を果たしながら，
本研究の目的と方法
1 .本研究の目的
( 1 )祖父母・孫関係の事例研究を通して，今後の
子育てにおける祖父母の参加の意義について
考察する。
( 2 )祖父母・孫関係の事例研究を通して，祖父母
の子育てへの参加の方法について考察する。
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1 .但東町の高齢者の実態と福祉教育
私たちが聞き取りを行った地域は兵庫県出石郡但東町
である。但東町は，兵庫県の北東部に位置する農山村で，
その人口が約6500人で暫減傾向にあり，過疎地域の指定
を受けている。老年人口比率は， 1960年が10.4%，1965 
年が11.4%，1970年が13.6%，1975年が15.3%，1980年
が18.7%，1985年が21.2%といったように，上昇の一途
を辿っている。
私たちはこのような高齢化社会を先取りしている但東
町に住んでいる Hさんの家庭と孫のTさんの家庭を訪
問し，祖父母・孫関係を中心に聞き取りを行った。
この但東町には， 1990年4月には特別養護老人ホーム
「けやきホール」ができた。ここのサービスはデイ・サー
ショートステイ，介護ホームサービス，緊急の場
H さん
。
ロ
奥さん〈祖母〉
口 (T)
(次男〉口口〈長男)
Hさん〈祖父〉
姉O
。
2.方法
祖父・孫関係について，関係者に聞き取り調
査を行い，それを録音し分析・考察する。
事例の考察il. 
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-140- 人間福祉学
はいろんな生活技能を身につけていった。
例えば， Hさんは母から漬物の仕方を教えてもらっ
た。そして 「今でも私が漬けるJという。「母のにき
(そば)で手伝いしておぼえたJという。「私の生活は小
学校を卒業するまでにその90パ セー ント近くを教えても
らった。うれしいと思います」と語っている。
Hさんの世代の人々は共通してこのような体験を子
ども時代にも っている。私たちはこのような「ある世代
の人々に共通するその時代の体験」を 「世代体験jと言
うことにする。このような世代体験が祖父母 ・孫関係に
及ぼす影響は小さ くないと考え られる。 Hさんは自分
の体験をいろいろ語ってくれた。以下にその一部を紹介
する。
夏休みは，毒だみをとり，川で洗って乾燥させ，農協
で買ってもらい，小遣い稼ぎにな った。そのお金で自転
車を買った。小学校3年生から6年生までよ く働いた。
「しばし」といって背中に柴を背負って山から運び下ろ
す。それを瓦工場の燃料として貰ってもらう。運んだ量
に応じて仲間同士でお金を分け，修学旅行のために貯金
する。このようにしてお金の有難味を身につけた。「お
金のありがたみは，自分で獲得したものでなければ説明
しでもなかなか分からない。」このように Hさんは体験
によって学んだことを語る。
夏休みは牛の餌の草刈りをした。「牛と子どもが一体
だった」。う さぎの子どもがうまれたら友だちに売る。
にわとりの卵は食べる。餌をやりながら同時に生き物の
習性もおぼえ られた。材木の運搬をしながら体積の算出
方法も年上の子どもたちから教えてもらった。これは一
例であるが一事が万事， 生活体験の中で学習がなされて
いるのである。
上級生は下級生を助けてやる。いじめなんて考えられ
なし、 強い子が弱し、子を助けた。今は逆で弱し、子をいじ
める。Hさんが小さいときには想像もしなか った事で
あるという。小学校を卒業するときには，下級生を家に
呼んでお世話になったお礼にご馳走し運動会などでも
らったえんぴつを配ったそうである。Hさんの子ども
時代の仲間関係、が推測できる。
友だち同士でよ く遊んだ。「毎日 くよくよせず，晩に
なったらひっくり返って横になりカーッと朝まで寝られ
た。」思う存分遊んだことがこのように語られているO
「私はこれから先いくらあるか知りませんけど，自然
の中で育てられ，親やきょうだいの中で仕事を通して得
た体験と，部落の子ども達と集団で遊ぶことができたこ
とで，今幸せだったなと思うんです。JとHさんは語っ
ている。
(4) 
このような Hさんの子ども時代の生い立ちは，孫の
Tの現代の生活を理解する時に自分の生活と重ね合わさ
れて大きな影響を与えていると推測できる。 Hさんの
子ども時代の体験が，孫の Tだけにとどまらずさらに
孫と同時代の子どもたちの生活を見る H さんのまなざ
しを形成していることは間違いないだろう。
(2) Hさんの独自な体験=個人的体験
Hさんは次のような体験を語っている。
小学校6年生の時， r秋に縁側に座っていたとき， 50 
年 したらわしも死んでい くんだな。父さんも母さんも死
んでいな くなる。ぼくも死んでしまう。死んでしま った
らどうなるんだろう。何も見えんようになる。日食のよ
うになにか暗くな って頭の中にカーッと入ってきて，い
いしれぬさびしさが全身にみなぎって。こらあかん思っ
て，友だちのとこへパーツと遊びに行った記憶があるん
です。J
Hさんはこのことをいまだによ く覚えているという。
そして次のよ うに語っている。
「この経験をたまに，ふっと思い出して。仏教のこと
を全然まだ教わらん時にね，死んだらどうなるんだろう，
この山が見えんようにな ったらどんなだろう。
その時から生き物を大事にしようという気持ちが起き
たんじゃなし、かと思うんです。誰でもその人にこのよう
な変わったこと (体験〉があるんじゃないでしょうか。J
これは Hさんの世代体験と言うよりはHさんに固有
の体験である， このような体験を私たちは世代体験と区
別して「個人的体験Jと言うことにする。Hさんはこ
の個人的体験をした時から生き物を大事にしようという
気持ちが生まれたという。このように Hさんの個人的
な体験は， Hさんのその後の生き方に一つの基本的な
姿勢のようなものを植え付けたと恩われるO そしてこの
基本的姿勢はまた祖父 ・孫関係にも強く影響を与えてい
ると考えられる。
Hさんの自然、を見る目は常人以上に深くあたたかい。
Hさんの自然、とのかかわりをみてみよう。
蛇やかえるに挨拶する。蛇は毎年同じ所にいてにげな
い。いやなことをしないので蛇もこわがらない。Hさ
んは「蛇の目がかわいいJr私も田圃に入っているけど，
こわいことないし，蛇も自由に遊んどるんとちがいます
か」とし、う。
また，泥の中にいてもそこから顔を出す亀の呂はきれ
いな目をしている。この亀と挨拶をする。人間の目はな
ぜ汚いのか，と思うという。
魚のつかみどりはよくなし、。魚が足に突き当たってこ
そばい感じがして魚にも命があるんだということを実感
4 
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Hさんの子ども時代は， まだ農家に生まれた者は農
業を相続するという時代であったので，祖父は自分の生
きている聞に孫にいろんな事を教えてやろうと考えてい
た。自分の知っていることを全部孫に伝えたいという気
持ちがあったのではないか，と H さんは祖父の思い出
と自分の気持ちと重ねて語っている。これは H さん世
代の世代体験でもある。
④生活技能の伝達
， 
しfこ。
近くの川に都会から魚を釣りにきて川を荒す人がいる。
そこで禁漁区域を決めて魚を守った。するとその地域の
魚の数が増えたそうである。
このような見方は自然、の中ではぐくまれたという思い
がある，という。 Hさんはこのような経験から今の社
会を批判的にみている。人間に都合のよい社会になって
しまい，生物を尊重し合うという気持ちが薄い社会だと
Hさんは，いろんな生活技能を子どもの時， 10歳ま
でに，主として祖父から全部教え込まれたという。くぎ
のうち方，鍬ゃなたなどの使い方，草の刈り方，木を倒
す要領など， これらの生活技能は今でも山仕事，野良仕
事に役立つ。 5.60年してのこぎりの目たてを教えられた
通りにやってみて今でも役立つという。
からだを動かしながら気づくことばかりである。まさ
に生活の知恵の「伝達と体得Jが行われているのである。
⑤生活態度の伝達
Hさんは祖父から生活技能を教えられながら， rそれ
にまとわりついた何か」を教えられてきた，と言う。つ
まり，我慢したり，感謝したり，驚いたりするような生
きる姿勢，態度，生きる上で、の心構えを同時に伝えられ
てきた。それに伴って現在は自分の子ども時代のような
生活技能は不必要になってきたので，生活技能の伝達が
なされなくなり，生活態度の伝達もなされなくなってき
嘆いている。
そして，このような見方の背景には， Hさんの祖父
の生き物に対する具体的なかかわりや考え方が Hさん
にも強く影響していると語っている。
(3) Hさんの祖父への思い出=祖父体験
祖父母・孫関係について検討を加える際に，祖父母が
自分の子ども時代に祖父母とどのようなかかわりがあっ
たか， この点が一つの分析視点になるであろう。これを
私たちは祖父母の「祖父母体験」ということにする。
例えばHさんは 「祖父と同じような年にな って，
ま祖父を思い出す。祖父が働いていたのと同じように自
分も働いているように思う。Jと語っている。この祖父
母体験に基づいて「祖父母イメージ」が形作られる。私
たちは Hさんの祖父母体験を次のように五点に整理し
?
?，
?，
?
?
? ?
?
ている。
たとえば牛の世話をしたくなくても牛が待っているの
で，疲れたからとか面倒だからといって牛の世話をしな
いですますというわけにはいかないのである。つらくて
も辛抱しながら，我慢しながらも世話をするということ
を学んだのである。
学校へ行っても兵隊に行っても辛抱したり自分の責任
を果たすことができたのは，子ども時代の生活を通して
身につけてきたからできたという気がする，
は語っている。
(4 )一貫した生きる姿勢二信念体験
Hさんは 「信念をもって生きる」 ことが大事だと， 言
う。その時その時に自分が物事にどう対処すればよいか，
経験的に対処する態度はできてくるが，それに加えて個々
の場面への対応を一賞したものにするような信念がなけ
ればならない，と考えるのである。これは長い人生経験
の結果ともいえるかも知れなし、。これを私たちは信念体
験と言うことにする。
Hさんは孫のTの行動を読み取る場合にも，
面の行動を律するような信念、を読み取ろうとしている。
Hさんは次のように語っている。
とH さん
場面場
fこ。
①フリーな立場での同居生活
両親は働くので忙しかった。祖父はフリーな立場であっ
たので，自分をかわいがってくれて，いろんなことを教
えてくれた，と Hさんは語っている。
小学校の低学年まで，祖父母と孫は同じ部屋で寝てい
た。寝ながら左甚五郎，大石蔵之助，豊臣秀吉などの歴
史話，また，神社の由来や民話を毎晩聞いて育ったとい
うことである。当時は浪曲に人気があったので親孝行や
兄弟関係などの美談を聞いたそうである。
②自分のモデルとしての祖父
「祖父の心今にして知るJrおじいさんと暮らしたの
が幸せだったと思うJr祖父と同じような年にな って，
いま祖父を思い出す。祖父が働いていたのと同じように
自分も働いているように思う。Jr腰の曲がった祖父の後
ろ姿， しわだらけの顔，大きな黒い手，ゆっくり動く体J，
Hさんはこのような祖父についての思い出が昨日のこ
とのように自に浮かぶという。 Hさんは「ああなつか
しい，と思いますJと私たちに語った。このように H
さんは自分の祖父に対してプラスイメージを持っている。
Hさんは祖父を自分の生き方のモデルにしていると言っ
』 ， 、
??
??
??
?
， 
d‘ 
' 
.‘ 
???
?
ていいのである。
③家の跡取りとしての子育て
:?..・
(5) 
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「三つ子の魂死ぬまでという，私はそうだと思ってい
る。小さいときからの環境で信念もでき，職業が変わり
年をとってもなにか根底に一生通じていくものがある。
社会環境，教育環境，親の育った時代もあるけど，子ど
もに一本筋の通ったことがあれば，それは子どもの幸せ
につながると思う。」
また， r昔からょう言ってました。貧乏は薬と。今の
繁栄社会でも子どもにはある程度節度というものを教え
ていかなかったら，信念のある子ができんでしょう。何
か自分の信念を一つもって生きていけば幸せだと思うん
ですけど。」とも語っている。
そして現代のような物質的な豊かさの中で、育っと子ど
もはどうなるのだろうか， と心配している。「自分の手
を見つめていると，長い人生の中でその人独自の信念の
ようなものできて くるo 60何年間，生きてきた手，わん
ばくした手，軍隊で鉄砲を握った手，ペンを握った手，
なたをもっ手をながめて長い人生を生きてきたことをふ
りかえる」という。
Hさんは，大正，昭和，平成の三つの時代の生き証
人として生きてきた。この体験を踏まえて， Hさんは
歴史的に社会が，農業的社会，工業社会，調整工業社会，
高度情報化社会へと発展してきているのではないか，と
考える。そして現代の社会のあり方にたいして大きな疑
問を感じている。
たとえば「日本の経済発展の中で，人間性を取り戻さ
ないと地球はもう滅びるんじゃなし 1かと思う。人間と人
間のぶつかり合いだけの中で生きてし、かなんだら苦しい
ですわ。心のよりどころというもの，求めるものがない
と。私は，人間一人で生まれて，また一人でねえ，土に
かえる。蝉はわずか三日間の命，人間だってわずか80年
の命です。人間の発展は経済的なものばかりではない。
私はこの頃さびしい気持ちをしてるんですわ」と。
3. Hさんの孫を見る目と孫への関わり
( 1 )プラスに受け止める
Hさんが孫を見る目はあたたかし、。 Tのすることをあ
たたかく見守っている。 Tがすることをよいように，つ
まりプラスに解釈している。
Tの小さい頃は， rことばがおそかった。いつも泣い
ていたんです。」 と心配していたという。しかし Tは手
先が器用，また Tは物事に熱中できるのはよい性格だ
とみなしている。例えば，魚釣りに夢中になり，本を買っ
て釣りの練習もする，また，自動車のカタログを集めて
車については詳しし、。 Tのよい面を見つけようとしてい
るのである。
(6) 
Tにたいして心配したこと，不安に思ったこともある
けれども， Tのよい面を見つけ育てようとする。 Hさ
んはTについて次のように語っている。
Tは薪わりの手伝いを頼むと，気安く引き受けてくれ
fこ。
Tは毎日仏壇に水を供えてから学校へいく，と母親か
ら聞いた。 Hさんはこのことに大いに感心している。
Tはバスケットクラブで、熱心に活動して非行にも走ら
ないでいるのがうれしい。
Tは大学の進路を自分で決めた。これは信念を持って
いるからできることだ。信念、をもつことはいいことだ，
とHさんは言っている。
笥のとり方を教えてやると笥をとりそれを売ってその
お金を小使いにする。だから Tはお金の有難みをよく
知っている。この点も Hさんの子ども時代と同じであ
ると日さんはみなしている。だから Tはよく考えてか
らでないとお金を使わないという。 Hさんから特に T
に経済的な話をしたこともないのにTは無駄使いしな
いというのである。
( 2 )相互理解を深める機会
Tの中学生2年生の春休みの時， Tの母親が Hさん
にTを山に連れて行くように勧めたという。Hさんは
その時のことを次のよう に語った。
「孫と話す時間与えてもら ったということ，自分のして
おる仕事をねーえ，長男夫婦もほかの者も全然知らない
ね，孫、がはじめて私の仕事をなんかこう認めてくれたと
いう様なねーえ，おじいさんにうれしさがこみあげて く
るわけですね。・・・・・・孫もいつかおじいさんと一緒に行っ
た山は私のような年になってもねーえ，やっぱりその山
を忘れないだろうと思うし，山を通して私の姿を，亡く
なった後もねーえ，思い出して くれるだろうと。.. . 
孫とは中学生や高校生になったら理屈の話じゃなしに，
共同作業を通じて触れ合うことがええんじゃなし、かと思
いましたです。」
ここでHさんは，まず孫の Tと共同体験をする機会
を与えてくれた長男の嫁に感謝している。そじて次に，
家族の者すら知らない自分の仕事を孫の Tが認めてく
れたことに 「うれしさがこみあげてきた」とも言う。そ
して年をとっても山を通して自分(祖父)を思い出して
くれるだろうと言うのである。祖父と孫とが深く結び、っ
き，お互いにかけがえのない体験ができたとみなしてよ
いだろう。 ， 
今回の調査では孫の Tからは一回しか直接聞き取り
を行うことができなかったので Tが祖父との体験を主
観的にどのように受けているか明らかにで、きなかった。
感謝し合っている O
(4 )祖父 ・孫関係を通して，生活技能の伝達と生活態
度の伝達が同時におこなわれている。
このことは単に祖父母・孫関係や子育ての問題に
とどまらず，世代間に受け継がれるべき文化の伝達
と継承の問題としてとらえ，さらに検討を加える必
要がある。
( 5 )祖父の立場が活かされている。
祖父という比較的自由時間のある立場を活かして
余裕をも って孫とかかわっている。祖父母 ・孫関係
の特色の一つはこのような祖父母の立場を活かして
いることである。
河合隼雄は老人を子どもを見守りながら導く「導
者」とみなすことができると次のように書いている。
，-. . . . .壮年の大人は『オレについてこし寸とばか
り子どもたちを引っ張りあげようとするのに対して，
老人はそんなにせっかちなにならず，むしろ，子ど
もの魂から流れてくるものにうまく沿いながら，
れを導くことを考える，ということである。大人た
ちは自分の考えを絶対化して押しつけようとして，
『教育者Jになりたがるが， ~ 老人は子どもを見守り
ながら導く『導者Jとなる，心の余裕をもっている
のであるJ剛
?
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「孫に元
4.親の養育方針
Tの父親の話によると， Tには自分で働いてお金を得
る体験をさせることによってお金の有難みを知らせたい，
ということであった。それゆえ祭りでも子どもたちに安
易に小遣いを渡さないようにして育ててきたと言うこと
であった。このような親の養育方針は Hさんの考えと
一致していると考えられる。
Tの母親が「おじいちゃんの仕事を手伝ってあげなさ
い」と言っていると思う ， とHさんは語ってい.るが，
Tの親が祖父・孫関係が深まることを積極的に支持し，
その機会を促している。
その一方で祖父である Hさんは Tに対して
気にしてもらった。長生きしたいJとまで語っている。
まさに祖父にとっては祖父・孫関係は一つの生きがいに
なっていると考えられるのであるO
5. 
( 1) Hさんのライフヒストリーをみてみると，
んの人生体験が孫との関係に色濃く表れているのが
Hさ
まとめ
Hさんと Tとの関係をみると， Hさんは世間の
流れに流されずに余裕をもって孫にかかわる 「導者」
のごとくである。
今回の報告では祖父である Hさんからの聞き取りが
主で， Tさんからの聞き取りが不十分に終わ っている。
次回は孫の側からの聞き取り調査をする必要がある。
おわりに
Hさんはじめご家族の皆様には私たちの研究の主旨を
ご理解いただき，また快く聞き取り調査にご協力いただ
きました。ありがとうございました。
?
わかる。
先に指摘したように私たちは Hさん，つまり祖
父の側の人生体験の特色を，世代体験，個人的体験，
祖父体験，信念体験に整理して考えることができるO
( 2 )祖父の人生体験に基づく人生観，人間観，自然観，
社会観など， Hさん，つまり祖父の価値観が孫に
影響を及ぼすと予想される。
中村雄二郎は「老年発見のフィロソフィ一一コモ
ンセンス ・経験・南型知の効用にふれて-Jのなか
で，老知の意義について指摘している。老人のベテ
ランとしての経験が活かされ，
の具有者としての老人の体験に基づく知が見直され
れば，環境問題など現代社会の直面している諸問題
を問い直す上での有効なヒントが含まれていると指
摘している。捌
このような老知は Hさんの行動の中にも読み取
ることができる。そして具体的な孫とのかかわりを
このような老知が継承されていると考えら
今後の課題IV. 
またコモン・センス
1 ，時代の変化によ って子育ても変化したため，祖父母
にも新しい育児知識を身につける必要がでできてい
る。京都の山城町では保健センターが 「初孫教室」
を開いたという記事があった。おばあちゃんに昔な
がらの知恵の上に新しい知識.例えば最新の育児用
品の使い方などを身につけてもらってを育児にも参
加してもらおうというのである。(読売新聞， 1993 
通して，
れるのである。
(3)祖父の価値観と親の養育方針との一致がみられる。
親の養育方針が祖父母と孫との関係に大きな影響を
及ぼしているのがわかる。
Hさんの家族では長男夫婦と養育方針が一致し
ていると見なすことができる。Hさんの長男夫婦
である Tの親も Hさんも相互に「ありがたい」と
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Summery 
The purpose of this study is to clarify the significance of the interchange between grandparent 
and grandchild， using interviews to grandfather living in rural community. 
The resul ts are as f ollows : 
1， Life history of grandfather influences interchange between grandfather and grandchild. 
2， Wisdom of grandfather is deliberately transmitted to his grandchild. 
3， It is important for grandfather and parent to respect each principle of rearing their child. 
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